
東村小 今津小 第６号開校準備委員会だより
東村小学校と今津小学校は，2020年４月に再編し，（仮称）遺芳丘小学校として新たに開校します。

2019年(平成31年)

４月発行

回

開校準備委員会
を開催しました

２０１９年（平成３１年）【日時】

【場所】

【内容】

西部市民センター 大会議室

３月１日（金） 19：30～21：00

（１）校歌について （２）校章について

（３）制服等について （４）その他 閉校記念事業

（１）校歌について（報告）

このたよりは，開校準備委員会で協議された内容や，開校に向けた情報について，地域や保護者の皆様へ

お知らせするために発行しています。

第

○東村町出身のコントラバス奏者で，ふくやま芸術文化ホール リーデンローズ館長の

溝入敬三さんに，作詞・作曲を依頼したところ，快く引き受けてくださいました。

（２）校章について（デザイン案の選定）

○デザイン案の募集に，７９作品の応募をいだきました。

○事前に委員が選考し，絞り込んだ２１作品について協議を行いました。

どの作品も素敵なものばかりで選定には苦慮しましたが，次の作品が選定されました。

○今後，作品のデザイン，色の調整を行い，教育委員会会議（７月予定）を経て正式決定となります。

（３）制服等について

○制服は，今津小学校で採用しているイートン（ダブル）とします。
○体操服は，新しいデザインのものとし，２０１９年度（平成３１年度）の１年生から採用する
ことにします。

○水着や名札等については，今後学校間で協議し，開校準備委員会に提案します。

★次回，第７回 開校準備委員会は，４月２４日（水）に開催します。（場所：西部市民センター）

※学校と保護者からの選出委員による「制服等検討会」で検討しました。（１月８日開催）

【デザインに込められた作者の思い】

遺芳の海を一望する丘の上の小学校であることから，分かりやすさ

を一番に考えました。外枠の○（マル）は松永湾，遺の点の部分は，

湾から大きな海へと出て行けるようにと思い，点の部分を空けました。

三つの星は，校訓の表象として子どもたちの心にいつまでもあるよう

にと願い付けました。

下半分の水色は松永湾，右上の若葉色は丘を表しています。遺芳

という文字を最初に見たときは，難しいと思いましたが，デザインし

ているうちにとても親しみがわいてきました。子どもたちにも地域にも

愛される学校と校章になってほしいという思いを込めてデザインしま

した。

【主な選定理由】

・斬新なデザインでアピール性が高い。

・新しい学校らしく，新鮮なデザインである。

・シンプルなデザインに様々な意味が込められている。

・「遺芳丘」の文字の堅いイメージが，柔らかく感じられる。

たくさんの御応募
ありがとうございました。

（４）その他 閉校記念事業について

○閉校式は，福山市が主催します。

○各学校で実行委員会を組織し，事業（記念事業，記念誌，記念品等）について検討を始めて

いきます。市が事業の経費の一部を補助します。

＊補助率：補助対象経費の１０／１０ ＊限度額：閉校する学校につき８０万円

水色

若葉色



遺芳丘小学校 開校準備委員会事務局 （福山市教育委員会事務局 管理部 学校再編推進室）

電話：084-928-1279 / FAX：084-928-1737

E-mail：gakkou-saihen@city.fukuyama.hiroshima.jp

 事前交流事業【３学期編】

子どもたちが新しい学校生活を円滑に迎えられるよう，交流事業を実施しています。３学期は，今津

小学校で，２校時の授業から給食後の昼休憩までの時間を一緒に過ごし，交流を深めました。

遺芳丘小学校の開校は，子どもたちへの最高の贈り物

遺芳丘小学校開校の年に，主体的・対話的で深い学びを通して，子どもたちにたくましく生きる力を

つけることを目ざす新学習指導要領がスタートします。

すべては子どもたちのために。引き続き，よろしくお願いいたします。 福山市教育長 三好 雅章

すご

『 子どもたちの未来を何よりも大切にした大人たちの凄さ！を姿で示された結果，

２０２０年４月，福山市の学びをリードする学校として遺芳丘小学校は開校します。

東村・今津学区の凄い大人たちの，子どもたちへの最高の贈り物です。』

【１年生】国語・算数・音楽 【２年生】道徳・算数・音楽

【３年生】国語・算数・社会 【４年生】国語・算数・社会（1組）・理科（2組）

特別支援学級 ひまわり（１･２組）国語・算数 特別支援学級 たんぽぽ（１･２･３組）生活・自立

国語の「似ている漢

字を見つけよう」では，

グループで協力して

取り組みました。全体

発表では，はっきりと

分かりやすく伝えるこ

とができました。

道徳では，発表者の

意見を熱心に聴きま

した。グループで考え

る場面では，両校児

童が主体的に意見を

出し合い，意見をまと

めました。

前日から交流事業を

楽しみにしていた様子

が，自己紹介でうかが

えました。今津小の給

食に，東村地域の野

菜が使われていると聞

き，関心が深まりました。

生活では，身の周り

にあるものを使って，

電気が流れるかどう

か（電球がつくかどう

か）を考えました。み

んな自分の意見を述

べていました。

社会では，昔のくらし

を理解するために，

洗濯板を使った洗濯

を体験しました。どう

やったら上手にできる

かを意見を出し合っ

て考えました。

算数では，算数係が

授業の進行を行いま

した。

自分の意見を言い，

友だちの意見を聴くこ

とを通して，理解を深

めていきました。

今津小学校の児童玄

関には，東村小学校

児童の名前が書かれ

た靴箱がありました。

休憩時間には，両校

児童が手をつないで

遊ぶ姿が見られ，交流

が深まっています。
「はないちもんめ」 みんな一緒に「いただきます」 「また会おうね」


